
2 大 豆多収畑の土壊要因解析  (農 試 環 境都 土 竣改良科,技 術部 畑 作科)

県内の大豆多醐 場の上壊調査と施肥の実態調査を行い,上 壊

の理化学性の実態を明らかにし,土 づくりの方向性を明らかにし

た。

(1)技 術内容 (調査結果)

1)耕 上の理化学性は良好であり,土 壊養分は豊富である。そして土壌生産可能性分級の 1

等級基準をこえたものが多い。 (分級基準,後 表参照)

① 有 効土層が深く,地 表下 50cれ～ 100o″ でも特に障害になるものがなく,土 性も細

～中粒質であり,生 育および栽培管理上好条件にある。

② 作 上の置換性塩基類は豊富であり,酸 度も2以下であるが, pHお よび塩基飽和度は

やや低目の地点もある。

③ 作 上の有効燐酸含量は 10η /100〕 乾土内外もしくはそれ以上に高い。

④ 石 灰苦土比および音土加里比はほぼ適当であるがそのバランスがくずれている地点も

若千認められる。

2)良 質有機物が能続して施用 (平均 1.4↓)さ れていて,土 改資材とよく調和した効果を

不している。

3)適 切な栽植密度をとり株数確保がされており,転 換畑では排水対策および砕土率の向上

などに努めている。

4)大 豆に対する施肥は地力および品種を考慮 して好適に施され,か つ特別な施肥法はと

っていない。(10a当 りN=2.8脅 , P205=14.7々 ,K20=5.5々 基】巴のみ)

5)こ れらの圃場においては施肥上の配慮,下 層上の改良および適切な栽培保をとることに

より大豆はもちろん野菜等他作物でも継続的な多収を上げることが期待できる。

12)指 導上の留意点

1)畑 地の上壌改良に際しては,上 壌診断をもとにLAP資 料の目標値を参考にすること。

2)畑 地基盤の整備等に当っては,有 効土層の確保ゃ心土耕,透 水性の付与,客 上,除 礫等

の耕土層の物理性の改善に努めること。

3)品 種特性を発揮できるような適切な栽培法をとり,段 階的な収霊向上をはかる。
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,3)土 竣分析結果 (21事 例)
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8)今 後の問題点

土壊タイプ別の要因解析と施肥技術のあり方

品種と土壊条件との関連
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に)参 考資料

北海道および岩手の平均反収

年 次

北 海道 十  勝 岩  手

ワ 晶塚 ジ1弓揮 協夕1辱揮
昭和 46～ 50年 (1970～ 1975)

昭和 5 1 年 ( 1 9 7 6 )

町雪不日5 2 F々 (1977)

昭和 5 3 年 ( 1 9 7 8 )

1 6 7

1 8 2

1 7 9

2 7 7

1 7 4

1 9 5

1 8 6

3 0 5

1 2 9

1 0 9

1 3 3

1 2 3

土壊生産力可能性分級基準 1等級基準値

(土壌保全対策事業)

pH(H20)5.5以 上

置換性石灰含重

石灰飽和度 5o%以 上

2007/100,以 上

″ 吉 土

″ 加 里

2 5

1 5

1 0有効態燐酸 ″
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普通畑の上づくりの目標と対策 (LAP資 料 52-紘 1)

因要 標目 対 策 技 術

作 上 の 厚 さ

有 効 土 目 の 厚 さ

地 下 水 位

有 効 保 水 塁

最 大 容 水 曇

物

性

25c秘 以上

50～ 100c筋 以上

中～細粒質 (SL～ CL)

100物 以下

40,以 上

80%以 上

11～ 24(硬 度計)

国相 40%,気 相 30%

液相 30%

基盤整備

客土,有機物施用

排水改良 (暗渠等)

客土,有 機物施用

心 土  耕

客土,有 機物施用

1  保

  月巴  力  ( C E C )

1 石 灰 飽 和 度

1 有 効 燐 酸

学

1 置 換 性
カ リ

|

1 窒

6 ～2  0  m e

7 0 0 - 1 , 5 0 0

5 . 5 ～6 . 5

50%以 上

10～ 20η (T一 N)

1 0 ～ 2 0 呼

1 5 ～ 2 0 η

2 0 0 ヘフ4 0 0 %

2 5 ～ 4 0 竹

欠乏なし

0.5～ 1.Om0

207以 下

優良粘土,有 機物施用

有機物施用,石 灰,憐 酸施
用

石灰施用,有 機物施用

石灰,苦 土,塩 基肥料施用

施 肥  法

燐酸施用

カリ施用,有 機物施用

石灰施用

ようりれ 苦土肥料の施用

有機物施用, BMよ うりん
施用

かん水,施 肥の適正化
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